
モ
ン
ゴ
ル
・
ソ
連
相
互
援
助
規
定
書
の
締
結
と
日
本
・
ソ
連
・
中
国

マ
ン
ダ
フ
・
ア
リ
ウ
ン
サ
イ
ハ
ン

は
じ
め
に

一
九
三
六
年
三
月
一
二
日
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
間
で
「
モ
ン
ゴ
ル
・
ソ
連
相
互
援
助
規
定
書
」
が
締

結
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
、
ソ
連
が
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
自
身
の
立
場
を
公
式
に
世
界
に
示
し
た
と
い
う
点
で
非
常
に
大
き
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
。
Ｒ

ボ
ル
ド
「
ハ
ル
ハ
河
戦
争
前
夜
の
極
東
の
国
際
関
係
｜
モ
ン
ゴ
ル
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
約
の
意
義
は
、
な

に
よ
り
も
ま
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
が
国
際
関
係
に
お
け
る
法
的
主
体
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
主
張
し
た
こ
と
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ

ル
方
面
へ
の
進
出
を
ね
ら
う
関
東
軍
を
牽
制
す
る
と
い
う
目
的
も
も
っ
て

１
）

い
た
。
Ｂ

バ
ー
バ
ル
『
黄
金
の
三
角
』
は
、
こ
の
条
約

に
よ
っ
て
ソ
連
が
モ
ン
ゴ
ル
を
第
三
国
の
軍
事
的
脅
威
か
ら
守
る
べ
き
軍
事
同
盟
国
と
正
式
に
位
置
づ
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に

２
）

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
ソ
連
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
自
軍
を
進
駐
さ
せ
る
の
に
必
要
な
法
的
根
拠
を
得
た
こ
と
は
、
日
本
軍

に
大
き
な
危
機
感
を
抱
か
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
東
ア

ジ
ア
の
国
際
関
係
史
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
の
よ
う
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な
関
係
諸
国
に
与
え
た
影
響
や
条
約
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、

ロ
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
の
史
料
を
利
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
・
ソ
・
モ
関
係
史
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
規
定
書
の
歴
史
的
意
義
と
日
ソ
関
係
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

本
論
文
は
五
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
の
経
緯
と
ソ
連
の
モ
ン

ゴ
ル
へ
の
接
近
に
日
本
は
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
眺
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
第
三
章
、
第
四
章
で
は
モ
ン
ゴ
ル
と
ソ
連
に
と
っ
て

こ
の
条
約
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
条
約
締
結
に
関
す
る
日
本
、
満
州
国
、
中
国
の
態
度
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

を
論
じ
る
。
第
五
章
で
は
、
条
約
が
そ
の
後
の
日
本
の
外
交
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
れ
が
ま
た
ソ
連
の
対
モ

ン
ゴ
ル
政
策
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

第
Ⅰ
章

国
境
問
題
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
満
州
国
境
の
緊
張
と
モ
ン
ゴ
ル
・
ソ
連
関
係
の
強
化

一
九
三
五
年
頃
か
ら
、
極
東
ソ
連
軍
の
国
境
防
備
力
の
充
実
と
、
さ
ら
に
は
、
日
満
軍
の
国
境
警
備
軍
の
増
強
な
ど
に
と
も
な
い
、

ソ
連
・
満
州
国
境
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
・
満
州
国
境
方
面
の
緊
張
が
次
第
に
高
ま
り
、
国
境
線
の
各
地
に
お
い
て
紛
争
事
件
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
国
境
紛
争
の
原
因
は
、
国
境
線
に
関
す
る
解
釈
の
相
違
で
あ
っ
た
。
当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
側
が
ハ
ル
ハ
河
東

方
二
〇
キ
ロ
の
地
点
を
国
境
線
と
主
張
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
満
側
は
ハ
ル
ハ
河
を
も
っ
て
国
境
線
と
主
張
し
て
い
た
。

一
九
三
五
年
一
月
に
、
関
東
軍
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ャ
ハ
ル
地
方
に
侵
攻
を
始
め
、
そ
の
後
モ
ン
ゴ
ル
南
部
、
東
部
国
境
に
対
す

る
日
本
軍
の
脅
威
が
ま
す
ま
す
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
一
九
三
五
年
一
月
に
、
モ
ン
ゴ
ル
東
部
国
境
に
あ
る
ハ
ル
ハ
廟
を

め
ぐ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
警
備
隊
と
満
州
国
警
備
軍
と
の
間
に
国
境
衝
突
事
件
が
発
生
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ハ
ル
ハ
廟
事
件
で
あ
る
。
こ

一橋社会科学 第２号 2007年３月

20



の
ハ
ル
ハ
廟
事
件
勃
発
の
き
っ
か
け
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
小
部
隊
が
国
境
監
視
所
の
置
か
れ
て
い
た
ハ
ル
ハ
河
東
部
の
ハ
ル
ハ
廟
で

の
国
境
の
監
視
の
た
め
に
ハ
ル
ハ
河
を
越
え
た
の
を
、
関
東
軍
が
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
不
法
越
境
、
不
法
占
領
と
み
な
し
て
、
モ
ン
ゴ

ル
軍
を
実
力
で
撤
退
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
東
軍
の
命
令
に
基
づ
い
て
、
満
軍
の
北
警
備
軍
は
、
二
四
日
、
ハ
ル
ハ

廟
奪
回
の
た
め
軍
事
教
官
本
田
少
佐
、
瀬
尾
中
尉
ら
の
下
に
満
軍
部
隊
を
出
動
さ
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
戦
闘
を
交
え
、
両
軍
の
間
に

多
数
の
死
傷
者
が
出
る
。

こ
の
ハ
ル
ハ
廟
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
七
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
満
州
国
と
の
国
境
で
国
境
紛
争
が

頻
発
し
た
。
日
本
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
に
は
モ
・
満
国
境
で
国
境
事
件
一
八
件
が
発
生
し
、
一
九
三
六
年
に
入
る
と

大
規
模
な
ヘ
レ
ム
テ
事
件
、
ア
ダ
グ
ド
ラ
ン
事
件
、
ボ
イ
ル
湖
事
件
、
ボ
ル
ン
デ
ル
ス
事
件
が
起
り
、
そ
の
規
模
、
激
烈
度
を
増
し

て
い

３
）

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
の
進
展
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
ソ
連
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
モ
・
満
国
境
に
お

け
る
モ
ン
ゴ
ル
と
日
満
間
の
度
重
な
る
国
境
紛
争
を
、
日
本
に
よ
る
対
ソ
攻
撃
の
前
兆
と
し
て
と
ら
え
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
基
地

保
有
の
必
要
性
を
一
層
確
信
し
た
。
そ
し
て
、
極
東
で
の
日
本
軍
の
行
動
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
協
力
関
係
を
一
段

と
強
め
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
力
の
増
強
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
側
は
と
い
え
ば
、
満
州
と
の
国
境
に
お
い
て
紛
争
事
件
が
頻
発
し
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
対
日
満
の
対
立
が
非
常
に
激
化

し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
自
国
の
安
全
保
障
を
な
に
よ
り
も
重
視
す
る
外
交
路
線
を
と
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
首
相
は
、

ソ
連
軍
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
進
駐
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
を
終
始
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
一
四
日
付
の
ソ
連

政
府
に
送
っ
た
書
簡
の
中
で
、「
わ
が
共
和
国
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
上
で
、
ソ
連
の
全
面
的
な
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
」旨
を
述
べ

て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
安
全
保
障
へ
の
協
力
を
ソ
連
に
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
モ
ン
ゴ
ル
自
身
の
国
益
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
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モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
ソ
連
は
唯
一
の
友
好
国
と
確
信
し
て
い
る
と
述
べ
て
、
ソ
連
寄
り
の
姿
勢
を
打
ち
出

４
）

し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
代
表
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
援
助
、
ソ
連
と
の
防
衛
体
制
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
、
一
九
三
五
年

一
二
月
一
一
日
か
ら
三
六
年
一
月
九
日
ま
で
、
ソ
連
政
府
の
招
き
で
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
。

モ
ス
ク
ワ
で
の
会
談
で
モ
ン
ゴ
ル
側
は
、
ソ
連
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
、
経
済
協
力
の
促
進
・
文
化
関
係
・
医
療
体
制
の
強
化
・

国
防
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
五
項
目
の
提
案
を
ま
と
め
た
援
助
計
画
書
を
提
出
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、「
こ
の
援
助

計
画
の
中
の
経
済
・
文
化
面
の
援
助
に
関
す
る
問
題
は
我
々
の
今
回
の
会
談
で
主
要
関
心
事
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
モ
ン
ゴ
ル
の
独

立
擁
護
及
び
そ
の
防
衛
力
の
強
化
な
ど
に
関
す
る
問
題
を
具
体
的
に
協
議
さ
れ
た
い
」
と
述

５
）

べ
て
、
次
い
で
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
ソ

連
の
軍
事
援
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
直
接
モ
ン
ゴ
ル
側
の
意
向
を
確
か
め
た
。
こ
れ
に
答
え
て
、
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
が
ソ

連
に
期
待
す
る
軍
事
面
で
の
援
助
と
し
て
、
ま
ず
武
器
・
装
備
な
ど
の
各
種
軍
需
物
資
と
軍
事
技
術
者
の
提
供
を
望
ん
で
い
る
こ
と

を
表
明
し
た
が
、
ソ
連
軍
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
進
駐
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
デ
ミ
ド
陸
相
は
、
モ
ン
ゴ
ル
が
外
国
か
ら

の
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
独
力
で
そ
れ
に
抵
抗
出
来
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
ソ
連
の
軍
事
面
の
援
助
と
し
て
、
ソ
連
軍
の

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
派
遣
を
含
む
武
器
・
装
備
な
ど
の
援
助
が
求
め
ら
れ
る
と
の
意
見
を
述
べ
、
続
い
て
、
国
際
情
勢
が
許
す
な
ら
ば
、

両
国
の
間
に
相
互
援
助
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
提
案

６
）

し
た
。

こ
の
会
談
で
、
ソ
連
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
軍
事
面
の
援
助
を
め
ぐ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
指
導
部
の
意
見
が
必
ず
し
も
一
致
し
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
首
相
は
ソ
連
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
軍
事
面
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
武
器
と
軍
事
専
門
家

の
派
遣
の
み
に
と
ど
め
、
赤
軍
部
隊
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
進
駐
に
対
し
て
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
陸
相
は
戦
争
発

生
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
ソ
連
軍
部
隊
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
進
駐
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
援
助
を
め
ぐ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
の
指
導
部
の
意
見
が
分
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
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ソ
連
政
府
と
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
が
ソ
連
政
府
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
ん
な
援
助
を
求
め
て
い
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
難

し
い
と
し
て
、
ソ
連
援
助
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
政
府
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
か
ら
、
援
助
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
話
し
合
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
意
向
を
示
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
大
幅
な
防
衛
力
増
強
を
急
速
に
行
わ
せ
る
た
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
経
済
面
で
の
援
助
を
大
幅
に

増
加
さ
せ
、
一
九
三
六
年
度
に
は
軍
事
費
と
し
て
八
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
の
援
助
を
供
与
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
代
償
と
し
て

ス
タ
ー
リ
ン
は
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
に
モ
ン
ゴ
ル
の
兵
力
を
現
在
の
一
万
人
か
ら
一
万
八
〇
〇
〇
人
に
ま
で
増
大
さ
せ
る
こ
と
、
軍
事
支
出

を
現
在
の
八
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
（
国
家
予
算
の
二
五
％
）
か
ら
一
六
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
（
予
算
の
五
〇
％
）
に
増
加
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
求
め
、
こ
れ
を
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
は
受
け
入
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
に
対
し
、
モ
ン

ゴ
ル
政
府
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
事
力
補
強
の
た
め
、
当
分
の
間
は
総
兵
力
三
〇
〇
〇
人
の
ソ
連
軍
機
械
化
部

隊
二
個
を
た
だ
ち
に
派
遣
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
伝

７
）

え
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
、
閣
僚
会
議
は
、
一
九
三
六
年
一
月
二
三
日
、
今
回
の
防
衛
問
題
を
め
ぐ
る
ソ
連
・

モ
ン
ゴ
ル
交
渉
に
つ
い
て
の
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
の
報
告
書
を
審
議
す
る
合
同
会
議
を
開
き
、
代
表
団
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
ソ
連
の

対
モ
ン
ゴ
ル
援
助
に
つ
い
て
の
デ
ミ
ド
陸
相
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ソ
連
に
軍
事
援
助
を
正
式
に
要
請
す
る
よ
う
政

府
に
指
示
し
た
。
こ
の
指
示
に
基
づ
い
て
政
府
は
、
一
月
二
五
日
、
ソ
連
軍
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
進
駐
を
容
認
す
る
旨
の
政
府
決
議
案

を
ま
と
め
、
国
家
小
会
議
に
提
出
す
る
。
こ
の
提
出
さ
れ
た
決
議
案
は
、
国
家
大
会
幹
部
会
で
採
択
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
モ
ン
ゴ

ル
政
府
は
ソ
連
政
府
に
軍
事
援
助
を
正
式
に
要
請
す
る
旨
の
書
簡
を
送
り
、
そ
の
中
で
、
ま
ず
「
モ
ン
ゴ
ル
の
防
衛
上
の
必
要
性
か

ら
ソ
連
軍
の
機
械
化
旅
団
二
個
と
飛
行
中
隊
一
個
を
、
モ
ン
ゴ
ル
に
急
ぎ
派
遣
す
る
」
こ
と
を
要

８
）

請
し
、
前
回
の
会
談
で
ソ
連
政
府

が
約
束
し
た
八
〇
〇
万
ト
ゥ
グ
リ
ク
の
援
助
を
活
用
し
て
モ
ン
ゴ
ル
の
兵
力
を
二
万
人
に
ま
で
増
強
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
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こ
の
モ
ン
ゴ
ル
政
府
の
正
式
の
要
請
を
う
け
て
ソ
連
は
、
二
月
一
日
、
軍
事
援
助
面
に
つ
い
て
の
モ
ン
ゴ
ル
側
の
要
請
を
認
め
る
旨

の
回
答
を
伝
え
る
。

一
九
三
六
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
第
二
回
総
会
で
は
、
防
衛
問
題
が
検
討
さ
れ
、
軍
事
支
出
の
増
加
、
軍

に
対
す
る
近
代
式
兵
器
の
供
給
な
ど
に
つ
い
て
の
決
議
が
出
さ
れ
、
国
防
問
題
は
当
面
の
党
・
政
府
の
主
要
課
題
と
し
て
留
意
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
ソ
連
の
軍
事
援
助
の
増
大
は
、
一
九
三
六
年
度
に
モ
ン
ゴ
ル
の
国
防
費
を
二
倍
、
兵
員
数
を
三
〇
％
、
武
器
・

装
備
を
四
〇
％
に
増
加
さ
せ
、
兵
役
期
間
を
二
年
か
ら
三
年
に
延
長
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

上
に
述
べ
た
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
間
の
モ
ス
ク
ワ
会
談
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
国
防
問
題
に
関
す
る
ソ
連
側
の
態
度
に
か
ん
が
み
れ

ば
、
日
本
軍
と
の
衝
突
は
不
可
避
と
み
て
い
た
ソ
連
が
、
極
東
防
衛
上
の
必
要
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
政
治
・
軍
事
面
で
の
影
響

を
さ
ら
に
強
化
し
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
日
軍
事
戦
略
面
で
の
重
要
な
拠
点
の
一
翼
を
担
わ
す
こ
と
に
、
こ
の
時
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策

の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
章

ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
両
国
の
接
近
に
対
す
る
日
本
の
危
惧

日
本
の
外
務
省
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
会
談
の
成
り
行
き
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
外
務
省
は
、
モ
・
満

国
境
に
お
け
る
一
連
の
紛
争
事
件
、
そ
れ
に
続
く
モ
・
満
国
境
紛
争
を
処
理
す
る
た
め
の
モ
・
満
間
の
満
州
里
会
議
が
決
裂
し
た
直

後
に
「
外
蒙
首
相
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
一
行
ノ
莫
斯
科
訪
問
ハ
現
下
ノ
東
亜
政
局
ニ
取
リ
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
意
義
ヲ
含
蓄
セ
ル
」
も
の
と
み

て
い
た
の
で

９
）

あ
る
。
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実
際
、
モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
か
ら
日
本
の
外
務
省
に
、
モ
ン
ゴ
ル
代
表
団
が
ス
タ
ー
リ
ン
、
モ
ロ
ト
フ
な
ど
の
「
ソ
連
政
府

ノ
幹
部
ト
交
歓
シ
其
ノ
間『
ソ
』、
蒙
側
ハ
頻
リ
ニ
日
、
満
側
ノ
外
蒙
延
テ
ハ
東
亜
大
陸
ニ
対
ス
ル
侵
略
的
意
図
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
内
外
ニ

宣
伝
シ
タ
」と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

10
）

い
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
首
相
は
、「
一
二
月
三
〇
日
帝
国
ノ
所
謂
大
陸
政

策
ヲ
攻
撃
シ
『
ソ
』、
蒙
ノ
緊
密
ナ
ル
提
携
ヲ
希
望
シ
」、
次
の
よ
う
に
言
明
し
た
旨
が
外
務
省
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
ハ
今
ヤ
外
蒙
ヲ
第
二
ノ
満
州
国
タ
ラ
シ
メ
ム
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ
一
度
外
蒙
ニ
シ
テ
日
本
ノ
手
ニ
帰
セ
ム
カ
日
本
ノ
「
ソ
」
聯

攻
撃
ハ
容
易
ト
ナ
リ
更
ニ
進
ム
テ
支
那
ニ
向
ヒ
第
二
段
ノ
進
撃
ヲ
ナ
ス
ニ
至
ラ
ム
余
ハ
「
ソ
」
政
府
カ
蒙
古
国
民
共
和
国
政
府
ヲ

援
助
シ
共
ニ
日
本
ノ
大
陸
侵
略
ニ
備
エ
ム
コ
ト
ヲ
衷
心
希

11
）

望
ス
。

こ
の
よ
う
な
情
報
に
接
し
て
、
外
務
省
は
「
今
後
ノ
満
、
蒙
、
ヲ
挟
ム
日
、『
ソ
』
関
係
ハ
深
甚
ノ
注
意
ニ
値
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
思

考
セ
ラ
ル
」
と

12
）

し
て
、
モ
・
満
外
交
問
題
は
日
ソ
関
係
の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
因
に
な
り
得
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
モ
ス
ク
ワ
会
談
を
転
機
と
し
て
、
モ
・
満
外
交
問
題
は
、
一
層
日
ソ
外
交
関
係
の
推
移
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
一
二
月
一
六
日
、
東
京
で
日
本
の
有
力
な
政
治
家
の
一
人
で
あ
る
井
上
公
爵
（

＝
v
ico
m
te

 
In
o
u
e

）
と
ユ
レ
ネ
フ
駐
日
ソ
連
大
使
の
間
に
、
日
ソ
関
係
を
め
ぐ
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
会
談
で
井
上
は
「
関
東
軍
は
今
後
、

モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
と
の
外
交
関
係
樹
立
に
向
け
て
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
」
と

13
）

述
べ
、
日
本
が
モ
・
満
国
交
の
樹
立
を
支
持
す
る
意
向

を
表
明
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
六
年
二
月
の
初
め
に
、
幣
原
喜
重
郎
貴
族
院
議
員
は
モ
・
満
関
係
の
進
展
に
関
す
る
ソ
連
政
府
の

考
え
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
ユ
レ
ネ
フ
・
ソ
連
大
使
と
会
見
し
て
、
国
境
紛
争
の
解
決
を
め
ぐ
る
満
蒙
会
議
が
決
裂
し
た
原

因
と
、
そ
の
再
開
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
ソ
連
大
使
の
見
解
を
尋
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ユ
レ
ネ
フ
は
明
確
な
回
答
を
避
け
な
が
ら
、
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次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
日
本
が
モ
・
満
間
の
国
交
樹
立
の
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
に
牽
制
を
加
え
た
。

相
手
の
国
が
外
交
関
係
を
望
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
国
に
対
し
外
交
関
係
の
樹
立
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
関

東
軍
司
令
部
が
外
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
威
圧
的
政
策
を
放
棄
し
た
場
合
、
外
モ
ン
ゴ
ル
は
日
本
と
通
常
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
認

め
る
で
あ

14
）

ろ
う

ス
ト
モ
ニ
ャ
コ
フ
外
務
人
民
委
員
代
理
も
、
一
九
三
六
年
二
月
一
四
日
の
大
田
為
吉
駐
ソ
大
使
と
の
会
談
で
、
ソ
連
は
モ
ン
ゴ
ル

に
対
す
る
日
本
軍
の
侵
略
的
行
為
を
断
じ
て
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
述
べ
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
領
土
が
攻
撃
を
受
け
る
脅
威

が
発
生
す
る
場
合
、
ソ
ビ
エ
ト
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
に
対
し
て
必
要
不
可
欠
の
援
助
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
警

15
）

告
し
、
モ
・
満
間
の

国
境
紛
争
に
つ
い
て
の
ソ
連
政
府
の
立
場
を
表
明
し
た
。
こ
の
ス
ト
モ
ニ
ャ
コ
フ
の
発
言
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
軍
事
援
助
を
正

式
に
認
め
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
対
日
関
係
が
共
同
防
衛
体
制
と
い
う
新
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
大
田
大
使

か
ら
会
談
の
内
容
が
東
京
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
日
本
外
務
省
で
は
、
二
月
一
七
日
、
局
長
会
議
が
開
か
れ
、
今
後
予
想
さ
れ
る
モ
ン

ゴ
ル
問
題
を
め
ぐ
る
日
ソ
関
係
の
発
展
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
東
京
の
ソ
連
大
使
館
、
情
報
員
な
ど
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
寄
せ
ら
れ
た

情
報
に
よ
れ
ば
、「
ス
ト
モ
ニ
ャ
コ
フ
の
発
言
は
、
紛
争
地
帯
の
現
状
を
維
持
し
、
モ
ン
ゴ
ル
と
満
州
国
と
の
間
に
起
こ
っ
て
い
る
紛

争
に
つ
い
て
両
方
が
受
け
入
れ
可
能
な
妥
協
点
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
日
本
外
交
政
策
の
熱
意
を
幾
分
冷
ま
す
結
果
を
も
た
ら

16
）

し
た
」。

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
締
結
直
前
の
三
月
一
日
、「
ス
ク
リ
プ
ス
・
ハ
ワ
ー
ド
新
聞
連
合
」
会
長
ロ

イ
・
ハ
ワ
ー
ド
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
日
本
が
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
対
す
る
攻
撃
に
出
た
場
合
、
ソ
連
は
一
九
二
一
年
の
場
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合
と
同
じ
く
、
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
あ
く
ま
で
擁
護

17
）

す
る
」と
述
べ
、
日
本
軍
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
占
領
に
対
し
て
は
常
に
武
力
を
も
っ

て
応
ず
る
、
と
い
う
意
向
を
示
し
た
。
こ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
と
領
土
保
全
に
対
す
る
ソ
連
政
府
と
し
て
の
強
い
意
志
を
表
明
し

た
も
の
で
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
間
に
対
日
政
治
・
軍
事
的
な
協
力
関
係
が
正
式
に
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
全
世
界
に
向
け
て
明
言
し

た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
を
ふ
ま
え
て
、
リ
ト
ビ
ノ
フ
ソ
連
外
務
人
民
委
員
は
、
三
月
五
日
付
の
ユ
レ
ネ
フ
駐
日
大
使

に
宛
て
た
電
報
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
日
本
が
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
軍
事
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
ソ
連
は
モ
ン
ゴ
ル
の
領
土
を

自
国
と
同
様
に
考
え
、
ソ
連
が
そ
の
防
衛
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
と
断
じ
た
。

大
田
日
本
大
使
は
、
会
見
の
た
め
来
訪
し
た〔
三
月
四
日
〕。
…
…
彼
ら
か
ら
は
我
々
が
譲
歩
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
の
要
求
の
度

を
一
段
と
強
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
我
々
は
、
東
支
鉄
道
問
題
で
日
本
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
日
本

は
ソ
・
満
国
境
の
修
正
を
要
求
し
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
攻
撃
に
出
た
。
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
国
境
外
な
ら
ど
ん
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
も
、
ソ
・
日
関
係
に
大
し
た
影
響
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
軍
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
挑
発
的
行
動

は
一
体
何
の
た
め
必
要
な
の
か
。
彼
ら
は
、
再
び
攻
撃
に
出
た
場
合
、
我
々
は
自
国
の
領
土
に
対
す
る
攻
撃
同
様
に
考

18
）

え
る

ソ
連
政
府
は
、
一
九
三
六
年
三
月
に
極
東
安
全
保
障
の
立
場
か
ら
ソ
連
軍
部
隊
を
モ
ン
ゴ
ル
領
内
の
東
南
お
よ
び
南
方
の
国
境
方

面
に
配
置
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
領
内
に
ソ
連
軍
を
進
駐
さ
せ
る
の
に
必
要
な
法
的
根
拠
を
得
る
こ
と
と
、

国
際
関
係
の
緊
張
が
高
ま
る
中
で
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
国
際
条
約
と
い
う
形
で
法
的
に
確
実
に
す
る
必
要
と
い
う
二
点
の
理
由
か

ら
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
相
互
援
助
条
約
の
締
結
に
踏
み
き
っ
た
。
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第
三
章

ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
の
締
結

一
九
三
六
年
三
月
一
二
日
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
モ
ン
ゴ
ル
の
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
首
相
と
駐
モ
ン
ゴ
ル
ソ
連
全
権
代
表
タ
ヨ
ー
ロ
フ
と

の
間
に
、「
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
政
府
及
び
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
は
、
…
…
極
東
に
お
け
る
平
和
と
安
全
を
保
持
し
よ

う
と
す
る
希
望
に
導
か
れ
、
さ
ら
に
両
国
間
の
友
好
関
係
の
強
化
を
促
進
す
る
目
的
の
も
と
に
、
一
九
三
四
年
一
一
月
二
七
日
締

結
し
た
…
…
相
互
援
助
に
関
す
る
紳
士
協
定
を
今
回
新
た
に
議
定
書
の
形
式
に
お
い
て
正
式
に
成
文
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の

よ
う
な
議
定
書
の
締
結
に
合
意
し
た
。

第
一
条

第
三
国
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
及
び
ソ
連
両
国
の
領
土
に
対
す
る
攻
撃
の
脅
威
が
発
生
し
た
場
合
に
は
両
国
は
、
情
勢
を
検

討
し
、
両
国
領
土
の
安
全
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
思
惟
さ
れ
る
一
切
の
手
段
を
講
ず
る
こ
と
を
約
す
る
。

第
二
条

モ
ン
ゴ
ル
並
び
に
ソ
連
政
府
は
締
約
国
の
一
方
に
対
し
軍
事
的
攻
撃
が
加
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
両
国
は
軍
事
的
援
助

を
含
む
そ
の
他
一
切
の
援
助
を
相
互
に
提
供
す
る
こ
と
を
約
す
る
。

第
三
条

モ
ン
ゴ
ル
並
び
に
ソ
連
政
府
は
一
九
二
五
年
ソ
連
軍
が
モ
ン
ゴ
ル
領
土
か
ら
撤
収
し
た
際
の
事
態
と
同
様
、前
述
第
一
、

二
条
に
よ
る
義
務
履
行
の
た
め
相
手
締
約
国
領
土
に
駐
屯
す
る
他
方
の
軍
隊
は
、
駐
屯
の
必
要
の
解
消
と
と
も
に
即
時

該
領
域
か
ら
撤
収
す
る
こ
と
を
約
す
る
。
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第
四
条

本
議
定
書
は
調
印
と
同
時
に
発
行
し
一
〇
ヵ
年
有
効
と

19
）

す
る
。

ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
の
発
効
は
、
極
東
に
お
け
る
政
治
軍
事
情
勢
に
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
同
地
域
の
関
係

諸
国
の
外
交
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
関
東
軍
の
軍
事
行
動
を
抑
止
す
る
役
割
を
果
た
し
、

モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
と
安
全
を
保
障
し
た
。
Ｒ

ボ
ル
ド
「
ハ
ル
ハ
河
戦
争
前
夜
の
極
東
の
国
際
関
係
｜
モ
ン
ゴ
ル
」（『
ハ
ル
ハ
河：

歴
史
の
真
実
を
追
う
』、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
、
一
九
九
三
年
）に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
約
の
意
義
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
関
東
軍
の
脅

威
を
牽
制
し
、
と
り
わ
け
モ
ン
ゴ
ル
が
国
際
関
係
に
お
け
る
法
的
主
体
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
た
こ
と
に
あ

20
）

っ
た
。

こ
の
議
定
書
の
締
結
に
よ
っ
て
、
ソ
連
政
府
が
モ
ン
ゴ
ル
に
軍
事
基
地
を
確
保
し
、
ソ
連
極
東
地
域
の
安
全
を
一
段
と
強
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
議
定
書
に
基
づ
き
、
一
九
三
六
年
四
月
か
ら
ソ
連
赤
軍
の
部
隊
が
モ
ン
ゴ
ル
に
進
駐
し
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

の
際
に
は
約
四
万
人
も
の
ソ
連
軍
兵
士
が
参
戦
し
て
い
る
。

第
四
章

相
互
援
助
議
定
書
に
対
す
る
国
民
政
府
の
抗
議
｜
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
態
度

同
議
定
書
に
対
す
る
中
国
側
の
反
応
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
中
国
国
民
政
府
は
、
以
前
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て

宗
主
権
を
主
張
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
の
締
結
に
強
く
反
発
し
、
四
月
二
日
、
同
議
定
書
の
内

容
を
説
明
す
る
ソ
連
大
使
に
対
し
、
同
議
定
書
が
「
外
モ
ン
ゴ
ル
が
中
国
の
構
成
部
分
た
る
こ
と
を
認
め
、
同
地
に
お
け
る
中
国
主

権
の
尊
重
」
を
う
た
っ
た
二
四
年
の
中
ソ
協
定
に
違
反
す
る
と
し
て
、
厳
重
抗
議
し
た
。
続
い
て
、
四
月
七
日
、
国
民
政
府
外
交
部

長
は
、
以
下
の
よ
う
な
対
ソ
抗
議
覚
書
を
発
っ
し
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
の
違
法
性
を
指
摘
し
た
。
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一
九
二
四
年
〔
民
国
一
三
年
〕
五
月
三
一
日
調
印
の
中
ソ
協
定
第
五
条
に
お
い
て
、
ソ
連
政
府
は
外
モ
ン
ゴ
ル
が
完
全
に
中
国

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
、
且
該
領
内
に
お
け
る
中
国
の
主
権
を
尊
重
す
る
旨
を
明
言
し
て
い
る
、
…
…
然
る
に
ソ
連
政
府

が
現
在
外
モ
ン
ゴ
ル
と
議
定
書
を
調
印
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
、
民
国
一
三
年
の
中
ソ
協
定
の
決
定
に
違

反
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
議
定
書
は
違
法
で
、
中
国
政
府
は
如
何
な
る
事
情
に
お

い
て
も
、
こ
の
議
定
書
を
承
認
で
き
ず
、
そ
れ
に
束
縛
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な

ら

21
）

な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
ソ
連
政
府
は
四
月
八
日
、
次
の
よ
う
な
覚
書
を
発
表
し
て
、
中
国
側
の
主
張
を
退
け
た
。

本
議
定
書
の
い
か
な
る
条
文
も
ソ
連
と
中
国
並
び
に
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
間
に
以
前
か
ら
存
在
す
る
公
式
の
関
係
に
な
ん
ら
の

変
更
を
も
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
言
明
す
る
。
ソ
連
は
相
互
援
助
議
定
書
に
署
名
す
る
に
あ
た
り
、
一
九
二
四
年
に
北
京
で
締
結

さ
れ
た
ソ
中
協
定
が
失
効
に
な
る
こ
と
な
く
、
将
来
と
も
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
…
…
ソ
連
・
モ
ン
ゴ

ル
議
定
書
は
北
京
協
定
に
違
反
せ
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
の
人
民
い
ず
れ
の
利
益
に
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
中
国
政

府
と
し
て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
も
の
と
確
信

22
）

す
る
。

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
ア
マ
ル
首
相
は
、
国
民
政
府
の
抗
議
に
対
す
る
ソ
連
政
府
の
覚
書
の
内
容
に
対
し
遺
憾
の
意
を

表
わ
す
と
と
も
に
、
一
九
二
四
年
五
月
三
一
日
に
北
京
で
調
印
さ
れ
た
中
ソ
協
定
の
第
五
条
で
、「
ソ
連
は
外
モ
ン
ゴ
ル
が
中
華
民
国

の
構
成
部
分
た
る
こ
と
を
承
認
し
、
同
地
に
お
け
る
中
国
の
主
権
を
尊
重
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
政
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府
の
正
式
な
見
解
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
。

ソ
連
政
府
と
中
国
両
政
府
は
、
一
九
二
四
年
に
北
京
で
結
ん
だ
協
定
は
、
ソ
中
間
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
協
定
の
中
に
は
モ

ン
ゴ
ル
に
関
わ
る
内
容
が
盛
込
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ソ
連
と
中
国
と
の
間
に
取
り
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
し
て
は
、
こ
れ
を
一
切
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
ソ
連
政
府
に
対
し
て
再
度
に
わ
た
っ
て
伝
え

て
き
た
の
で
あ
る
。
後
日
、
中
国
あ
る
い
は
他
の
国
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
あ
る
い
は
こ
の
問
題
と
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て

論
議
が
起
こ
っ
た
場
合
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
し
て
は
、
こ
れ
を
絶
対
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
政
府
は
、

適
当
な
時
期
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
一
切
承
認
し
な
い
旨
を
全
世
界
に
向
け
て
通
告
す
る
権
利
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
ソ

連
政
府
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

23
）

思
う
。

国
民
政
府
の
宗
主
権
主
張
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
に
よ
っ
て
「
顚
覆
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
族
が
昔

は
旧
清
朝
に
隷
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
あ
り
、
漢
民
族
自
身
が
モ
ン
ゴ
ル
を
実
際
に
征
服
し
た
こ
と
な
ど
ま
だ
一
度
も

な
か
っ
た
の
で

24
）

あ
る
」。
従
っ
て
、
ソ
連
が
相
互
援
助
条
約
の
意
義
に
関
す
る
中
国
の
抗
議
に
答
え
て
、
外
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
中
国

の
宗
主
権
を
承
認
す
る
旨
を
繰
り
返
す
と
、
華
北
に
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
国
民
政
府
は
、
ロ
シ
ア
が
モ
ン
ゴ
ル

防
衛
の
責
任
を
と
る
の
は
ロ
シ
ア
の
利
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
戦
略
上
の
利
益
に
な
る
と
み
な
し
、
ソ
連
政
府
の
対
華
回

答
に
対
し
、
再
度
異
議
を
と
な
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
の
中
ソ
関
係
に
大
き
な
影
響
は

生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
ボ
リ
ス
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
は
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
の
調
印
は
、
一
九
三
五

年
末
頃
か
ら
日
中
間
で
進
め
ら
れ
て
い
た
中
ソ
関
係
の
改
善
を
め
ぐ
る
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
た
が
、
早
く
も
一

31

モンゴル・ソ連相互援助規定書の締結と日本・ソ連・中国



九
三
六
年
五
月
二
七
日
、
行
政
副
院
長
孔
祥
熙
は
、
ソ
連
政
治
代
表
ボ
ゴ
モ
ロ
フ
と
の
会
談
で
、「
中
国
政
府
が
、
日
本
か
ら
か
な
り

の
圧
力
を
受
け
て
モ
ス
ク
ワ
に
抗
議
書
を
送
っ
た
こ
と
を
認
め
」、
現
在
、
こ
の
議
定
書
を
め
ぐ
る
中
ソ「
紛
争
は
終
わ
っ
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
」、
こ
れ
と
同
時
に
、
さ
ら
に
、
ソ
連
側
代
表
に
対
し
て「
中
ソ
相
互
援
助
条
約
は
中
国
に
も
ソ
連
に
も
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
が
締
結
さ
れ
れ
ば
日
本
の
侵
略
を
食
い
止
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
中
ソ
相
互
援
助
条
約
に
賛
成
す
る
」
意
向

を
示
し
て

25
）

い
た
。

第
五
章

議
定
書
を
め
ぐ
る
日
満
の
態
度

ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
軍
事
協
力
を
柱
と
し
た
も
の
で
、
明
ら
か
に
日
本
の
攻
撃
に
備
え

た
直
接
的
な
軍
事
同
盟
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
た
。

ス
ト
モ
ニ
ャ
コ
フ
・
ソ
連
人
民
委
員
代
理
は
、
三
月
二
七
日
、
東
京
の
ユ
レ
ネ
フ
大
使
宛
て
に
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
の
全

文
を
電
報
で
伝
え
、
続
い
て
翌
日
の
二
八
日
に
も
、
日
ソ
関
係
の
悪
化
や
日
独
の
接
近
な
ど
に
つ
い
て
打
電
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
議
定
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
日
本
の
侵
略
を
抑
制
す
る
目
的
の
た
め
の
わ
が
外
交
政
策
の
一
つ
の
新
し

い
指
針
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
を
侵
略
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ソ
連
と
の
戦
争
に
な
り
う
る
こ
と
を
日
本
は
も
は
や
疑
わ
な
く

な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
こ
数
週
間
な
い
し
数
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
満
・
モ
間
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
お
よ
び
関

東
軍
司
令
部
さ
え
も
が
相
当
慎
重
に
対
処
し
て
い
る
こ
と
か
ら
証
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
を
も
っ
て
、
今
後
は
国
境
で
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再
び
紛
争
が
発
生
し
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
い
ま
だ
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
日
本
が
我
々
と
の
戦
争
を

最
終
的
に
決
断
し
た
そ
の
時
に
の
み
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
重
大
な
行
動
に
出
る
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
考
え
て

26
）

い
る
。

こ
の
議
定
書
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
ソ
連
が
、
日
中
の
紛
争
に
は
中
立
の
態
度
を
取
り
な
が
ら
も
、
極
東
に
お
け
る
軍
事
的
地
位

が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
日
本
の
実
力
行
動
に
対
し
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
武
力
を
も
っ
て
抗
争
し
よ
う
と
す
る
意

図
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
事
実
、
こ
の
条
約
の
締
結
を
機
と
し
て
、
日
ソ
間
で
国
境
を
め
ぐ
る
武
力
紛
争
が
次
第
に
大

規
模
化
し
、
や
が
て
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
の
軍
事
衝
突
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
六
年
三
月
三
一
日
、
国
境
問
題
に
関
す
る
会
議
に
お
い
て
、
ス
ト
モ
ニ
ア
コ
フ
外
務
人
民
委
員
代
理
は
駐
ソ
大
田
為
吉
大

使
に
対
し
、
一
九
三
四
年
以
来
両
国
間
に
存
在
し
て
い
た
事
実
上
の
相
互
支
援
関
係
を
確
認
す
る
趣
旨
を
も
っ
て
三
月
一
二
日
に

ソ
・
モ
間
に
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
が
調
印
さ
れ
た
旨
を
通
知
し
た
。

日
本
政
府
は
、
議
定
書
の
内
容
を
め
ぐ
る
中
国
国
民
政
府
の
抗
議
を
国
際
連
盟
お
よ
び
列
強
が
事
実
上
無
視
す
る
態
度
を
と
っ
た

こ
と
に
重
大
な
関
心
を
示
し
た
。
外
務
省
当
局
は
、
各
国
が
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
の
違
法
性
を
黙
認
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る

こ
と
は
ソ
連
の
対
極
東
膨
張
政
策
を
承
認
す
る
も
の
と
み
な
し
、議
定
書
の
違
法
性
を
訴
え
る
国
民
政
府
の
立
場
を
支
持
す
る
形
で
、

次
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

ソ
連
政
府
は
外
蒙
政
府
を
支
那
の
地
方
自
治
政
権
と
見
做
し
、
之
と
条
約
を
締
結
す
る
の
は
何
等
支
那
の
領
土
権
侵
害
で
な
い

と
称
し
て
い
る
が
、
も
し
連
盟
及
び
各
国
が
之
を
合
法
的
の
も
の
と
認
め
る
場
合
に
は
、
将
来
北
支
自
治
政
権
と
日
本
と
の
間
に

防
共
協
定
其
他
の
協
定
が
締
結
せ
ら
る
場
合
に
於
て
も
、
日
本
に
対
し
な
ん
ら
抗
議
を
提
出
し
得
べ
き
も
の
で
な
い
。
而
し
て
各
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国
と
も
大
体
ソ
連
の
態
度
を
容
認
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
英
語
の
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
紙
の
如
き
は
積
極
的
支
持
の
態

度
を
示
し
て
い
る
が
、
斯
る
態
度
は
将
来
の
我
東
亜
政
策
遂
行
上
に
重
要
関
連
を
も
つ
も
の
と
し
て
外
務
当
局
は
成
行
を
注
視
し

て

27
）

い
る
。

さ
ら
に
日
本
の
外
務
省
は
、
議
定
書
締
結
の
背
景
に
つ
い
て
、「
ソ
蒙
関
係
進
展
ニ
関
シ
従
来
ソ
連
政
府
ハ
我
方
ノ
追
及
ニ
対
シ

『
ソ
』連
ハ
外
蒙
ニ
重
大
ナ
ル
利
害
ヲ
有
ス
ル
旨
ヲ
以
テ
答
エ
敢
テ
右
関
係
ノ
根
拠
ヲ
明
示
ス
ル
所
ナ
カ
リ
シ
カ
」、
今
回
の
議
定
書

は
「
我
方
ノ
「
ソ
」、
蒙
関
係
ノ
根
拠
ニ
対
ス
ル
追
求
ニ
報
ユ
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
タ
リ
」
と
の
分
析
を
加
え
て

28
）

い
た
。

満
州
国
政
府
は
、
こ
の
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
に
対
し
強
い
不
快
感
を
示
し
、
四
月
上
旬
満
州
国
外
交
部
当
局
談
と

い
う
形
式
を
も
っ
て
、
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
し
た
。

今
回
愈
々
相
互
援
助
議
定
書
な
る
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
の
下
に
外
蒙
を
名
実
共
に
把
握
せ
ん
と
す
る
意
図
を
露
骨
に
表
明
せ
る
も
の

と
い
ふ
べ
く
、
外
蒙
が
現
在
ソ
連
以
外
の
総
べ
て
の
外
国
即
ち
支
那
と
す
ら
も
隔
絶
せ
ら
れ
あ
る
現
状
に
於
い
て
は
、
斯
る
議
定

書
の
成
立
は
実
質
的
に
は
ソ
連
が
外
蒙
を
併
合
せ
る
と
殆
ん
ど
択
ぶ
所
な
く
、
庫
倫
（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
）
の
一
部
政
権
と
結
託

し
外
蒙
一
般
人
民
の
意
志
を
蹂
躙
せ
る
こ
の
暴
挙
は
世
界
の
公
憤
に
値
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
殊
に
相
互
援
助
と
い
ふ
も
そ
の
実

質
は
日
満
両
国
に
対
す
る
軍
事
同
盟
と
認
む
べ
く
、
当
国
と
し
て
特
に
重
大
な
る
関
心
を
禁
じ
得
ざ
る
と
こ
ろ

29
）

な
り
。
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第
六
章

ソ
・
モ
議
定
書
と
日
独
防
共
協
定

｜
｜
議
定
書
締
結
後
の
日
ソ
関
係
の
激
化
と
モ
ン
ゴ
ル

日
本
に
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
結
に
よ
っ
て
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
間
に
共
同
防
衛
体
制
が
確
立
さ
れ
、
ソ
連
の
日
満
に
対
す
る
無

言
の
威
圧
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
警
戒
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。
一
九
三
六
年
八
月
七
日
の
四
相
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
帝

国
外
交
方
針
」
は
、
ソ
連
の
極
東
政
策
の
強
化
に
よ
る
対
日
脅
威
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。近

時
蘇
連
邦
ハ
其
国
防
上
及
国
際
上
ノ
地
位
頓
ニ
強
化
ス
ル
ニ
伴
ヒ
極
東
ニ
過
大
ノ
軍
備
ヲ
配
シ
テ
東
亜
方
面
ニ
対
ス
ル
其
ノ

武
力
革
命
的
迫
力
ヲ
増
大
シ
、
各
方
面
ニ
対
シ
赤
化
進
出
ヲ
企
図
シ
、
益
々
帝
国
ヲ
シ
テ
不
利
ノ
地
位
ニ
至
ラ
シ
メ
ツ
ツ
ア
リ
。

右
ハ
帝
国
ノ
国
防
ニ
対
ス
ル
直
接
ノ
脅
威
ナ
ル
ト
共
ニ
、
我
東
亜
政
策
ノ
遂
行
上
重
大
障
碍
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
、
差
当
リ
外
交
政
策

ノ
重
点
ヲ
蘇
連
ノ
東
亜
ニ
対
ス
ル
侵
寇
的
企
図
ノ
挫
折
特
ニ
軍
備
的
脅
威
ノ
解
消
、
赤
化
進
出
ノ
阻
止
ニ
置
キ
、
国
防
ノ
充
実
ト

相
俟
チ
外
交
手
段
ニ
依
リ
之
カ
達
成
ヲ
キ
ス

30
）

ヘ
シ
。

こ
の
ソ
連
の
極
東
攻
勢
の
強
化
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
九
三
六
年
一
一
月
二
五
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
日
独
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
の
日
独
協
定
と
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
と
は
時
期
的
に
重
な
る
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
防
共
交
渉
に
同
議
定
書
が
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は
余
り
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
第
二
章
と
三
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
は
ソ
連

に
対
抗
す
る
意
味
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ソ
連
の
影
響
力
の
強
化
に
対
し
て
日
本
が
強
い
警
戒
の
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら

35

モンゴル・ソ連相互援助規定書の締結と日本・ソ連・中国



か
で
あ
る
。
当
時
日
本
で
は
、「
赤
化
」
の
恐
怖
が
呼
ば
れ
、
日
本
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
は
ソ
連
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
赤
化
工
作

の
最
初
の
現
実
化
で
、
ソ
連
の
南
進
政
策
を
暴
露
す
る
た
め
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
防
共
協
定
締
結
後
の
日
本
外
務
省
の
声

明
に
お
い
て
も
協
定
が
結
ば
れ
た
背
景
の
一
つ
に
、「
赤
化
の
侵
寇
は
従
来
東
洋
方
面
な
か
ん
ず
く
支
那
に
お
い
て
と
く
に
著
し
く
、

外
蒙
古
、
新
疆
の
如
き
は
す
で
に
そ
の
惨
禍
を
な
め
」
て
い
る
と
し
て
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
活
動
が
述
べ
ら
れ
て

31
）

い
る
。
こ
の
意

味
で
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
の
締
結
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ソ
連
の
影
響
力
が
一
段
と
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
に
日

独
防
共
協
定
の
締
結
を
促
す
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
防
共
協
定
を
め
ぐ
る
日
独
交
渉
は
、
初
め
は
一
九
三

五
年
頃
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
ナ
チ
ス
党
の
外
交
部
長
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
と
ベ
ル
リ
ン
駐
在
陸
軍
武
官
大
島
浩
と
の
間
に
秘
密
に
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
締
結
か
ら
一
ヶ
月
後
の
四
月
に
有
田
八
郎
が
広
田
内
閣
の
外
相
に
就
任
し
て
か
ら
以
降

は
、
交
渉
は
外
務
省
の
管
轄
に
移
さ
れ
、
政
府
レ
ベ
ル
の
本
格
交
渉
に
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
と
の
政
治
的
提
携
に
つ
い

て
、
日
本
政
府
内
で
も
、
ド
イ
ツ
と
の
政
治
的
提
携
に
よ
っ
て
、
ソ
連
か
ら
受
け
る
脅
威
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
防
共
協
定
を
め
ぐ

る
論
議
が
本
格
的
に
な
っ
て
い
る
。

有
田
八
郎
外
相
の
回
想
録
『
馬
鹿
八
と
人
は
言
う
』
に
よ
れ
ば
、
七
月
二
四
日
、
防
共
協
定
に
つ
い
て
の
外
務
省
と
陸
海
軍
の
合

同
会
議
が
開
か
れ
、
日
独
防
共
協
定
に
対
す
る
日
本
の
正
式
態
度
と
し
て
、
ソ
連
が
極
東
に
膨
大
な
軍
備
を
擁
し
て
日
本
に
脅
威
を

与
え
、
他
方
フ
ラ
ン
ス
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
相
互
援
助
条
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
外
蒙
古
と
の
相
互
援
助
条
約
、
中
国
に
お
け

る
共
産
運
動
を
支
持
す
る
な
ど
、
そ
の
地
位
を
強
固
に
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
ソ
連
の
脅
威
を
牽
制
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
大
陸

政
策
の
上
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
牽
制
の
役
割
を
ド
イ
ツ
に
も
と
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
、
と
の
案
が

ま
と
め
ら

32
）

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
ド
イ
ツ
と
の
提
携
を
め
ぐ
る
論
議
に
お
い
て
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
条
約
の
締
結
が
防
共
協
定
を
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必
要
と
す
る
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
議
定
書
に
刺
激
さ
れ
て
、
日
本
政
府
内
に
極
東
に
お

け
る
ソ
連
の
影
響
力
を
、
日
本
と
ド
イ
ツ
と
の
提
携
に
よ
っ
て
抑
制
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
り
、
日
本
政
府
は
急
ぎ
ド
イ

ツ
政
府
と
の
交
渉
に
入
り
、
日
独
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
独
防
共
協
定
は
、
共
産
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
対
す
る
両
国
の
提
携
協
力
を
規
定
し
た
だ
け
で
「
…
…
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

そ
の
他
の
い
か
な
る
特
定
国
を
も
目
標
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
声
明
さ
れ

33
）

た
が
、
こ
れ
に
は
秘
密
の

付
属
議
定
書
が
あ
り
、
こ
の
議
定
書
は
、
第
一
条
「
締
約
国
の
一
方
が
ソ
連
よ
り
挑
発
に
よ
ら
ざ
る
攻
撃
ま
た
は
攻
撃
の
脅
威
を
受

け
た
場
合
、
他
方
締
約
国
は
ソ
連
の
地
位
に
つ
き
負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
な
一
切
の
措
置
を
と
ら
ず
、
共
通
の
利
益
擁
護
の
た
め
、

と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
直
ち
に
協
議
す
る
こ
と
」
お
よ
び
、
第
二
条
「
締
約
国
は
相
互
の
同
意
な
し
に
、
本
協
定
の
精
神
と
両
立

せ
ざ
る
一
切
の
政
治
的
条
約
を
ソ
連
と
の
間
に
締
結
し
な
い
こ
と
」
を
規
定
す
る
と
い
う
、
明
ら
か
に
ソ
連
を
仮
想
敵
と
す
る
二
条

文
を
含
ん
で

34
）

い
た
。

一
方
、
ソ
連
は
日
独
交
渉
の
詳
細
を
ベ
ル
リ
ン
駐
在
赤
軍
諜
報
部
員
に
よ
っ
て
知
り
、
そ
の
全
文
を
手
に
入
れ
て
い
た
の
で
、
こ

の
秘
密
付
属
議
定
書
は
ソ
連
に
対
す
る
日
独
の
軍
事
同
盟
を
設
定
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
深
刻
に
受
け
止
め
、
対
日
批
判

を
一
段
と
強
化
さ
せ
た
。

一
一
月
二
八
日
、
つ
ま
り
日
独
防
共
協
定
が
結
ば
れ
た
三
日
後
に
、
リ
ト
ビ
ノ
フ
は
第
八
回
臨
時
ソ
ビ
エ
ト
代
表
大
会
の
席
上
で
、

秘
密
議
定
書
の
存
在
に
触
れ
て
、「
私
は
、
全
責
任
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
日
本
の
大
使
館
附
武
官
と
ド
イ
ツ
の
外
交
当
局
者

と
の
間
で
、
一
五
か
月
に
わ
た
っ
て
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
秘
密
条
約
文
書
を
作
成
せ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
共

産
主
義
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
明
し
て
い
る
。
リ
ト
ビ
ノ
フ
は
続
け
て
、
日
本
が
ソ
連
と
「
条
約
を

締
結
す
る
た
め
に
は
ド
イ
ツ
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
た
。
日
本
外
交
の
独
立
性
は
、
失
わ
れ
た
」
と
述
べ
、
今
日
、
日
本
政
府
の
誠
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実
さ
を
も
は
や
信
ず
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
と
非
難
し
、
さ
ら
に
「
反
民
主
主
義
的
、
侵
略
的
な
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
国
は
、
遂
に
自
己
の

言
葉
を
述
べ
た
。
…
…
彼
ら
は
、
や
つ
ぎ
ば
や
に
平
和
愛
好
国
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
、
民
主
主
義
諸
国
に
対
し
て
挑
戦
状
を
つ
き

つ
け
た
。
今
度
は
、
民
主
主
義
諸
国
が
発
言
す
る
番
で
あ
る
」
と

35
）

し
て
、
集
団
的
安
全
保
障
の
一
層
の
強
化
を
提
唱
し
た
。

こ
の
日
独
防
共
協
定
は
、
日
ソ
関
係
及
び
モ
・
満
関
係
に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
以
後
、
日
ソ
関
係
は
悪
化
の
方
向
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
日
独
防
共
協
定
に
対
す
る
報
復
措
置
と
し
て
、
ソ
連
は
日
ソ
間
の
新
漁
業
協
定
の
調
印
を
拒

否
し
、
旧
漁
業
協
定
の
更
新
に
も
な
か
な
か
応
じ
な
か
っ
た
。
結
局
、
こ
の
旧
漁
業
協
定
の
更
新
は
一
年
間
有
効
の
暫
定
取
決
め
の

ま
ま
経
過
し
、
協
定
の
期
限
が
切
れ
る
一
二
月
三
一
日
に
や
っ
と
調
印
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、
当
時
満
州
国
の
満
州
里
で
モ

ン
ゴ
ル
と
満
州
国
と
の
間
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
東
部
国
境
で
起
こ
っ
た
モ
・
満
間
の
国
境
紛
争
事
件
を
平
和
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る

会
議
が
継
続
的
に
開
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日
独
防
共
協
定
の
成
立
を
受
け
て
、
満
州
里
会
議
の
モ
ン
ゴ
ル
側
代
表
が
急
ぎ
満
州
里

か
ら
引
き
上
げ
さ
れ
、
交
渉
は
挫
折
に
終

36
）

わ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
日
独
防
共
協
定
の
締
結
は
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
関
係
に
も
大
き
な
動
揺
を
与
え
、
ソ
連
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
内

政
干
渉
の
強
化
を
も
た
ら
し
た
。
ソ
連
は
、
相
互
援
助
議
定
書
に
基
づ
い
て
一
九
三
六
年
に
続
い
て
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
七

年
に
大
規
模
な
ソ
連
軍
を
モ
ン
ゴ
ル
に
進
駐
さ
せ
た
。
こ
の
ソ
連
軍
の
力
を
背
景
に
、
一
九
三
七
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
「
反
革

命
的
日
本
の
ス
パ
イ
組
織
」（

）
の
存
在
が
判
明
し
た
こ
と
を
口
実
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
政

府
の
指
導
者
、
軍
上
層
部
に
ま
で
及
ん
だ
粛
清
が
行
わ

37
）

れ
た
。
こ
の
大
粛
清
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
外
交
政
策
を
支
持
す
る
チ
ョ
イ
バ

ル
サ
ン
元
帥
が
党
・
政
府
の
権
力
を
一
手
に
握
り
、
こ
の
時
期
を
境
に
、
モ
ン
ゴ
ル
が
日
本
に
対
し
て
極
め
て
強
硬
な
態
度
を
と
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

一
九
三
六
年
三
月
一
二
日
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
間
で
、
締
約
国
の
一
方
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、
軍
事
的

援
助
を
含
む
一
切
の
援
助
を
相
互
に
与
え
る
こ
と
を
約
定
し
た
「
モ
ン
ゴ
ル
・
ソ
連
相
互
援
助
規
定
書
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協

定
は
、
ソ
連
の
対
モ
ン
ゴ
ル
軍
事
援
助
を
正
式
に
認
め
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
の
対
日
政
策
が
共
同
防
衛
体
制
と
い
う
新
段
階
に
入
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
結
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
関
東
軍
の
軍

事
行
動
の
抑
制
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
と
安
全
の
保
障
を
期
待
し
て
い
た
。
ま
た
、
ソ
連
政
府
も
、
こ
の
議
定
書
の
締
結
に
よ
っ
て
、

モ
ン
ゴ
ル
に
軍
事
基
地
を
確
保
し
、
ソ
連
の
極
東
地
域
で
の
安
全
を
一
段
と
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
実
際
、
本
議
定
書
に
基

づ
き
、
一
九
三
六
年
四
月
か
ら
ソ
連
赤
軍
の
部
隊
が
モ
ン
ゴ
ル
に
進
駐
し
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
際
に
は
約
四
万
人
も
の
ソ
連
軍
兵

士
が
参
戦
し
て
い
る
。

他
方
で
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
ソ
連
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
自
軍
を
進
駐
さ
せ
る
の
に
必
要
な
法
的
根
拠
を
得
た
こ
と
は
、
日
本
軍
に
大

き
な
危
機
感
を
抱
か
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
の
間

に
共
同
防
衛
体
制
が
確
立
さ
れ
、
ソ
連
の
日
満
に
対
す
る
無
言
の
威
圧
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
、
ソ
連
抑
止
の
た
め
日
本
が
ド
イ
ツ
と

の
同
盟
関
係
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
要
因
と
な
り
、
一
九
三
六
年
一
一
月
二
五
日
、
日
独
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
日
本
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
は
一
段
と
強
硬
に
な
り
、
関
東
軍
は
、
国
境
問
題
を
実
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
独
防
共
協
定
の
締
結
は
ソ
連
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
ソ
連
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る
内
政
干
渉
の
強
化
を
も
た
ら
し
た
。
ソ
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連
は
、
日
本
と
の
戦
争
に
備
え
て
モ
ン
ゴ
ル
方
面
に
対
す
る
兵
備
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
影
響
力
の
強
化
を

図
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
内
の
「
対
日
宥
和
派
」
追
放
に
乗
り
出
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
相
互
援
助
議
定
書
の
発
効
は
、
極
東
に
お
け
る
政
治
軍
事
情
勢
に
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
、

同
地
域
の
関
係
諸
国
の
外
交
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

＊
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

１
）

２
）

３
）

東
亜
問
題
研
究
会
『
蒙
古
要
覧
』、
三
省
堂
、
一
九
三
八
年
、
一
九
五
頁
。

４
）

５
）

６
）

７
）

｜

８
）

一

９
）

外
務
省
外
交
史
料
館
、
議
会
調
書
、
Ｏ
Ａ

一
一
、
七
七
頁
。

10
）

同
上
、
Ｏ
Ａ

七
、
二
二
二
頁
。

40

一橋社会科学 第２号 2007年３月



11
）

同
上
、
二
二
三
頁
。

12
）

同
上
、
二
二
三
項
。

13
）

14
）

15
）

16
）

17
）

18
）

19
）

I

20
）

21
）

22
）

23
）

24
）

Ｅ

ス
ノ
ー
『
ア
ジ
ア
の
戦
争
』、
森
谷
巌
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
六
年
、
二
四
一
頁
。

25
）

Ｂ

ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
加
藤
幸
廣
訳
）『
日
ソ
戦
争
へ
の
道

｜
ノ
モ
ン
ハ
ン
か
ら
千
島
占
領
ま
で
｜
』、
共
同
通
信
社
、
一
九

九
九
年
、
六
二
頁
。

26
）

27
）

『
電
通
経
済
週
報
』、
第
一
五
号
、
一
九
三
六
年
、
五
三
頁
。
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28
）

外
務
省
外
交
資
料
館
、
議
会
調
書
、
Ｏ
Ａ

二
、
九
二
頁
、
Ｏ
Ａ

一
一
、
七
四
頁
。

29
）

『
外
交
時
報
』、
一
九
三
六
年
一
二
月
号
、
一
五
九
｜
一
六
〇
頁
。

30
）

山
田
朗
編
『
外
交
史
料

｜
近
代
日
本
の
膨
張
と
侵
略
｜
』、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
二
五
三
頁
。

31
）

日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
太
平
戦
争
へ
の
道

五
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
版
、
三
八
頁
。

32
）

有
田
八
郎
『
馬
鹿
八
と
人
は
言
う
』、
光
和
堂
、
一
九
五
九
年
、
七
七
頁
。

33
）

日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
太
平
戦
争
へ
の
道

』
第
五
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、
三
九
頁
。

34
）

前
掲
『
外
交
史
料

｜
近
代
日
本
の
膨
張
と
侵
略
｜
』、
二
五
六
頁
。

35
）

M
.,
1938,

c. 41,
M
.
L
ito
v
in
o
ff,
A
gain

st A
ggression

,
In
tern

a
tio
n
a
l P
u
b
lish

ers,

1939,
p
. 76.

36
）

国
境
問
題
を
め
ぐ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
満
州
国
間
の
満
州
里
会
議
に
つ
い
て
は
、
拙
論「
満
州
里
会
議
に
関
す
る
一
考
察
」、『
一
橋
論
叢
』、

二
〇
〇
五
年
八
月
号
を
参
照
。

37
）

モ
ン
ゴ
ル
大
粛
清
に
つ
い
て
は
、
拙
論「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
大
粛
清
の
真
相
と
そ
の
背
景
」、『
一
橋
論
叢
』、
二
〇
〇
一
年
八
月
号

を
参
照
。

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
外
国
人
客
員
研
究
員
）
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